
(57)【要約】

【課題】観察手段を有するヘッド部を挿入部本体の先端

に着脱自在となる設けるととともに、最適な観察像とな

るように照明光を照射する。

【解決手段】カプセル型ヘッド部４１は、先端部本体１

２に着脱自在に設けている。このカプセル型ヘッド部４

１のカプセル型のケース４２内には、対物光学系４３、

ＣＣＤ型固体撮像素子４４、カメラコントロールユニッ

ト４５、送信部４６、電源部４７及び発光ダイオード４

８を有している。対物光学系４３、ＣＣＤ型固体撮像素

子４４及びカメラコントロールユニット４５は、被写体

像を観察する観察手段となっている。ＬＥＤ４８は、前

記被写体に照明光を照射する照明手段となっている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 観 察 す る 観 察 手 段 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 撮 像 す る 撮 像 セ ン サ と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 撮 像 セ ン サ が 撮 像 し た 被 写 体 像 に 基 づ く 信 号 を 送 信 す る 送
信 器 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達 す
る す る と も に 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 内 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射
す る 照 明 光 学 系 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か
ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 基 端 に 設 け ら れ た 接 眼 部 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達
す る す る と も に 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ と 、
前 記 挿 入 部 本 体 内 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照
射 す る 照 明 光 学 系 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、 基 端 側 が 接 眼 部 と 接 続 し 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ
ド 部 に 設 け ら れ た イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ と 、
前 記 挿 入 部 本 体 内 の 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ
ド フ ァ イ バ に 観 察 像 を 結 像 さ せ る 対 物 光 学 系 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か
ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か
ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の
内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 動 作 手 段 は 、
前 記 ヘ ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 端 部 を 前 後 操 作 す る 操 作 部 と 、
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 動 作 手 段 は 、
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前 記 ヘ ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 の 端 部 を 前 後 操 作 す る 操 作 部 と 、
か ら 成 り 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前 記 観 察 手 段 及 び 前 記 照 明 手 段 へ の 電 源 供 給 線 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ヘ ッ ド 部 に は 、 前 記 観 察 手 段 と し て 撮 像 セ ン サ と 、 前 記 照 明 手 段 と し て 発 光 素 子 と を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ は 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に
記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前 記 撮 像 セ ン サ か ら 導 出 す る 信 号 線 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方 向 に 遠 近 自 在 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 径 方 向 に 遠 近 自 在 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方 向 と 径 方 向 に 遠 近
自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 観 察 手 段 の 観 察 方 向 の 変 更 手 段 と し て 、
観 察 方 向 が 任 意 の 向 き と な る よ う 前 記 観 察 手 段 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 位 置 か ら 遠 近 自 在
に 保 持 す る 第 １ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 近 傍 に 設 け た 湾 曲 部 か ら 成 る 第 ２ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 観 察 手 段 を 有 す る ヘ ッ ド 部 を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 体 腔 内 に 細 長 な 挿 入 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 体 腔 内 の 臓 器 を 観 察 し た り 、 必 要 に
応 じ 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し た 処 置 具 を 用 い て 、 各 種 治 療 処 置 の で き る 内 視 鏡 装 置
が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 で は 、 内 視 鏡 本 体 か ら 切 り 離 し 可 能 な 撮 像 部 を 有 し 、 目 的 の 病 変 部 ま で 内 視 鏡 が 到 達
す る と 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に 配 し た 撮 像 部 を 切 り 離 し て 、 病 変 の 観 察 を 行 う 電 子 内 視 鏡 の 技
術 が 公 知 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 技 術 で は 、 撮 像 部 を 病 変 部 の 適 切 な 位 置 ま で 到 達 さ せ る た
め に 、 撮 像 部 と 内 視 鏡 先 端 部 を 固 定 し て い た 磁 力 の 解 除 に 流 体 の 噴 出 圧 を 利 用 し た り 、 撮
像 部 に べ ん 毛 駆 動 部 や 無 限 軌 道 駆 動 部 な ど の 自 己 推 進 手 段 ま た は 自 己 位 置 修 正 手 段 を 用 い
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 撮 像 部 の 内 視 鏡 先 端 部 へ の 帰 還 は 、 電 磁 石 の 磁 力 や 前 記 自 己 推 進 手 段 ま た は 自 己 位
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置 修 正 手 段 を 用 い る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 こ の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 技 術 と し て 、 内 視 鏡 本 体 か ら 切 り 離 し 可 能 な 撮 像 部
に 加 え て 、 内 視 鏡 本 体 に も 観 察 手 段 を 設 け た も の が 公 知 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 こ の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 技 術 と し て 、 撮 像 部 と 内 視 鏡 本 体 と が ワ イ ヤ で 接
続 さ れ 、 そ の ワ イ ヤ を 引 っ 張 る こ と で 内 視 鏡 先 端 部 へ 撮 像 部 を 回 収 す る 機 構 が 公 知 と な っ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 番 号 第 ２ ９ ６ ６ ７ ２ ３ 号 公 報 （ 第 ２ － ５ 頁 、 図 １ － １ １ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 番 号 第 ２ ９ ６ ９ ０ ４ ２ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ － ３ 図 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 許 番 号 第 ２ ９ ６ ９ ０ ４ ３ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ － ３ 図 ）
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 撮 像 部 を 切 り 離 す 電 子 内 視 鏡 の 技 術 で は 、 切 り 離 さ れ た 撮 像 部 側 に
は 照 明 手 段 が な く 、 内 視 鏡 本 体 の み に 照 明 手 段 が あ る た め 、 撮 像 手 段 の 観 察 範 囲 に 、 こ の
照 明 手 段 に よ る 照 明 光 が 都 合 よ く 照 射 さ れ れ ば よ い が 、 検 査 時 は そ の よ う な 場 合 ば か り で
な く 、 撮 像 部 と 内 視 鏡 先 端 部 と が 相 対 し 、 前 述 し た 照 明 手 段 が 逆 光 と な り 、 観 察 し た い 部
分 の 表 面 性 状 を 十 分 に と ら え ら れ な い 可 能 性 が 高 か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 従 来 の 撮 像 部 を 切 り 離 す 電 子 内 視 鏡 の 技 術 で は 、 観 察 し た い 部 分 が 先 の 照 明 光 の 影
に な り 、 観 察 像 を 十 分 に と ら え ら れ な い 可 能 性 も 高 か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 従 来 の 撮 像 部 を 切 り 離 す 電 子 内 視 鏡 の 技 術 で は 、 撮 像 部 が 内 視 鏡 先 端 部 に 固 定 さ
れ て い る 状 態 で は 内 視 鏡 の 挿 入 に よ り 目 的 部 位 近 傍 ま で は 到 達 で き る が 、 そ の 後 の 厳 密 な
位 置 調 整 に つ い て は 、 以 下 の 理 由 に よ り 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
撮 像 部 と 内 視 鏡 先 端 部 を 固 定 し て い た 磁 力 の 解 除 に 流 体 の 噴 出 圧 を 利 用 し た 場 合 、 所 望 の
位 置 に 撮 像 部 を 位 置 さ せ る た め に は 、 内 規 鏡 先 端 部 の 向 き 、 噴 出 圧 の 適 正 化 が 必 要 と な る
が 、 内 視 鏡 先 端 部 は 小 型 で あ る た め 、 か な り 精 密 な 機 構 が 必 要 と な り 、 か な り 高 価 な も の
に な っ て し ま う 。 ま た 、 重 力 方 向 、 粘 液 等 流 体 の 存 在 有 無 な ど 制 御 し な く て は な ら な い パ
ラ メ ー タ が 多 数 あ り 、 厳 密 な 位 置 調 整 を 行 え な い 可 能 性 が 高 か っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 べ ん 毛 駆 動 や 無 限 軌 道 駆 動 を 利 用 し て 撮 像 部 の 位 置 調 整 を 行 う 場 合 に は 、 体 腔 表 面
の 凹 凸 、 粘 液 の 状 況 等 に よ り う ま く 動 作 で き な い 可 能 性 も あ り 、 ま た 、 重 力 方 向 い か ん に
よ っ て は 、 壁 面 を 走 行 で き な い 可 能 性 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 従 来 の 撮 像 部 を 切 り 離 す 電 子 内 視 鏡 の 技 術 で は 、 ワ イ ヤ を 設 け る こ と で 、 内 視 鏡 側
へ の 回 収 は 容 易 に な る が 、 依 然 と し て 所 望 の 位 置 ま で 撮 像 部 を 位 置 さ せ る に は 、 流 体 の 噴
出 圧 、 べ ん 毛 駆 動 や 無 限 軌 道 駆 動 を 利 用 し た 場 合 と 同 じ 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 前 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 観 察 手 段 を 有 す る ヘ ッ ド 部 を 挿 入 部 本
体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る 設 け る と と と も に 、 最 適 な 観 察 像 と な る よ う に 照 明 光 を 照 射 す
る こ と が で き る 内 視 鏡 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 観 察 手 段 を 有 す る ヘ ッ ド 部 を 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る 設 け る
と と と も に 、 挿 入 部 本 体 の 先 端 か ら ヘ ッ ド 部 を 動 作 さ せ て 所 望 の 位 置 ま で 正 確 か つ 容 易 に
移 動 さ せ る こ と が で き る 内 視 鏡 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、 前
記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を
観 察 す る 観 察 手 段 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 手 段
と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着
脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 撮 像 す る 撮 像 セ ン サ と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 撮 像 セ ン サ が 撮 像 し た 被 写 体 像 に 基 づ く 信 号 を 送 信 す る 送
信 器 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、 前 記
挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達 す る す
る と も に 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 内 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射
す る 照 明 光 学 系 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記
挿 入 部 本 体 の 先 端 か ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 基 端 に 設
け ら れ た 接 眼 部 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 挿 入 部 本 体
と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、
前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達 す る す る と も に 、 少 な く と も
一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ と 、 前 記 挿 入 部 本 体 内 の ラ
イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 光 学 系 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、 基 端 側 が 接 眼 部 と 接 続 し 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ
ド 部 に 設 け ら れ た イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ と 、 前 記 挿 入 部 本 体 内 の 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ
ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ に 観 察 像 を 結 像 さ せ る 対 物 光 学
系 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の
先 端 か ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前
記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か ら
着 脱 さ せ る 動 作 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 動 作 手 段 は 、 前 記 ヘ
ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 端 部 を 前 後
操 作 す る 操 作 部 と 、 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 動 作 手 段 は 、 前 記 ヘ
ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 の 端 部 を 前
後 操 作 す る 操 作 部 と 、 か ら 成 り 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前 記 観 察 手 段 及 び 前 記 照 明 手 段 へ
の 電 源 供 給 線 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に は 、 前 記
観 察 手 段 と し て 撮 像 セ ン サ と 、 前 記 照 明 手 段 と し て 発 光 素 子 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ は 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前
記 撮 像 セ ン サ か ら 導 出 す る 信 号 線 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記
操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方 向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記
操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 径 方 向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記
操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方 向 と 径 方 向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 観 察 手 段 の 観 察 方
向 の 変 更 手 段 と し て 、 観 察 方 向 が 任 意 の 向 き と な る よ う 前 記 観 察 手 段 を 前 記 挿 入 部 本 体 の
先 端 位 置 か ら 遠 近 自 在 に 保 持 す る 第 １ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 近 傍
に 設 け た 湾 曲 部 か ら 成 る 第 ２ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ 乃 至 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 図 、
図 ２ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 ３ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 湾 曲 駒 を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ は 操
作 部 の 断 面 図 、 図 ５ は 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 前 後 動 作 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図 、 図 ６ は 内 視
鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 構 成 ）
図 １ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 内 視 鏡 ２ と 、 受 信 部 ３ と 、 モ ニ タ ４ と を 含
ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
内 視 鏡 ２ は 、 細 長 の 挿 入 部 １ ０ の 基 端 側 に 太 径 の 操 作 部 ５ を 連 設 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 挿 入 部 １ ０ は 、 管 空 内 に 挿 入 す る も の で あ り 、 挿 入 部 本 体 １ １ と カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部
４ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 、 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ の 先 端 に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 挿 入 部 本 体 １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 硬 性 の 先 端 部 本 体 １ ２ 、 湾 曲 部 １ ３ 及 び 可 撓 管 部
１ ４ を 連 設 し 、 内 部 に 図 ２ に 示 す 保 持 部 ６ を 挿 通 し て 構 成 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に
、 挿 入 部 本 体 １ １ の 基 端 側 は 操 作 部 ５ に 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
湾 曲 部 １ ３ は 、 湾 曲 自 在 に 形 成 さ れ 、 先 端 部 本 体 １ ２ の 向 き を 変 位 さ せ 所 望 の 方 向 に 向 け
る よ う に な っ て い る 。 可 撓 管 部 １ ４ は 細 長 で 柔 軟 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 部 本 体 １ ２ は 、 先 端 構 成 部 １ ５ と 先 端 側 及 び 基 端 側 の 外 枠 １ ６ ，
１ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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先 端 構 成 部 １ ５ は 、 先 端 部 本 体 １ ２ の 内 部 構 造 と な っ て お り 、 金 属 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
先 端 構 成 部 １ ５ の 先 端 側 内 周 と 外 枠 １ ６ の 先 端 側 外 周 は 接 着 剤 に よ り 液 密 状 態 で 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
先 端 構 成 部 １ ５ の 基 端 側 内 周 と 外 枠 １ ６ の 基 端 側 外 周 の 間 に は 隙 間 １ ８ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
外 枠 １ ６ の 基 端 側 内 周 に は 雌 ね じ 部 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 外 枠 １ ７ の 先 端 側 外 周 に は 雄
ね じ 部 ２ ０ 及 び 溝 部 ２ １ が 先 端 側 か ら 順 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
外 枠 １ ７ の 先 端 側 は 、 隙 間 １ ８ に 挿 入 さ れ 、 さ ら に 雌 ね じ 部 １ ９ と 雄 ね じ 部 ２ ０ の 螺 合 に
よ り 、 隙 間 １ ８ に 螺 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
溝 部 ２ １ に は Ｏ リ ン グ ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 Ｏ リ ン グ ２ ２ は 、 外 枠 １ ６ ， １ ７ の 間
の 液 密 状 態 に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
先 端 部 本 体 １ ２ の 外 枠 １ ７ の 後 端 側 に は 湾 曲 部 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 湾 曲 部 １ ３ に は 複
数 の 湾 曲 駒 ２ ３ が 直 列 に 配 設 さ れ た 湾 曲 管 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 湾 曲 管 ２ ４ の 外 周
部 は フ ッ 素 ゴ ム 等 か ら 成 る 湾 曲 ゴ ム ２ ５ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の 湾 曲 部 １ ３ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 支 点 ２ ６ を 支 点 と し て 湾 曲 駒 ２ ３ 同 士 が 回 動 自
在 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 湾 曲 部 １ ３ の 先 端 部 近 傍 に は 、 そ の 部 分 に 引 っ 張 り の 力 を 加
え る こ と で 、 前 述 し た 湾 曲 駒 ２ ３ 同 士 が 回 動 す る よ う に 、 上 下 左 右 方 向 に １ 本 ず つ 計 ４ 本
の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
湾 曲 駒 ２ ３ に は 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ を 通 す 上 下 左 右 の 貫 通 孔 ２ ７ ，
２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
可 撓 管 部 １ ４ 内 で は 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ を 保 持 す る コ イ ル パ イ プ ３
５ が ４ 本 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ は 、 図 １ に 示 す 操 作 部 ５ に 設 け ら れ た 上 下 及
び 左 右 の 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ １ ， ５ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 １ に 示 す 上 下 及 び 左 右 の 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ １ ， ５ ２ は 図 ３ に 示 す 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３
２ ， ３ ３ ， ３ ４ を 牽 引 操 作 す る
次 に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 、 先 端 部 本 体 １ ２ に 着 脱 自 在 に 設 け て い る
。 こ の カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の カ プ セ ル 型 の ケ ー ス ４ ２ 内 に は 、 対 物 光 学 系 ４ ３ 、 Ｃ Ｃ
Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ 、 送 信 部 ４ ６ 、 電 源 部 ４ ７ 及 び
発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 Ｌ Ｅ Ｄ と 呼 ぶ ） ４ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
電 源 部 ４ ７ は 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ 、 送 信 部 ４ ６ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ４ ８ に 電 力 を 供
給 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
先 端 部 本 体 １ ２ の 先 端 構 成 部 １ ５ に は 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 基 端 側 が 挿 入 さ れ る 凹
部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 先 端 構 成 部 １ ５ に は 、 軸 方 向 に 貫 通 孔 ３ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
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先 端 構 成 部 １ ５ の 貫 通 孔 ３ ７ の 基 端 側 に は 口 金 ３ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の ケ ー ス ４ ２ の 先 端 側 （ 前 方 ） に は 、 対 物 光 学 系 ４ ３ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ
４ ８ を 設 け て あ る 。 こ の 対 物 光 学 系 ４ ３ の 結 像 位 置 に は Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ が 配 置
さ れ て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ の 裏 側 に は カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ が 配
置 し て い る 。 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ の 基 端 側 に は 送 信 部 ４ ６ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の ケ ー ス ４ ２ の 後 端 側 に は 、 後 述 す る カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部
４ １ を 保 持 す る 遠 近 自 在 の 保 持 手 段 と し て の 保 持 部 ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
次 に 保 持 部 ６ に つ い て 説 明 す る 。
保 持 部 ６ は 、 あ る 一 定 以 上 の 外 力 に よ り 弾 性 変 形 す る 単 線 か ら 成 る 超 弾 性 合 金 に て 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に 、 保 持 部 ６ は 、 先 端 部 本 体 １ ２ に 一 端 を 連 結 さ れ た 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ 内 に 挿 通 さ れ
、 支 持 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ は 先 端 部 本 体 １ ２ の 先 端 構 成 部 １ ５ に 取
り 付 け ら れ た 口 金 ３ ８ に 接 着 、 糸 巻 き ま た は 圧 入 等 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 図 ４ を 用 い て 保 持 部 ６ を 操 作 す る 保 持 部 操 作 レ バ ー ６ １ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 保 持 部 操 作 レ バ ー ６ １ は 、 操 作 部 ６ ２ と レ バ ー ベ ー ス ６ ３ を 一 体 に 形
成 し た も の で あ る 。 レ バ ー ベ ー ス ６ ３ に は 挿 通 穴 ６ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
一 方 、 操 作 部 ５ の ケ ー ス ５ ３ に は ス リ ッ ト ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ５ ４ に は レ バ
ー ベ ー ス ６ ３ が 長 手 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ケ ー ス ５ ３ 内 に お い て 、 レ バ ー ベ ー ス ６ ３ の 挿 通 穴 ６ ４ に は 、 保 持 部 ６ の 基 端 側 が 係 止 口
金 ６ ５ を 介 し て 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ケ ー ス ５ ３ の 内 部 の ス リ ッ ト ５ ４ よ り 前 方 に は 、 リ ン グ 状 部 材 ５ ５ を 介 し て 口 金 ５ ６ が 取
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
内 な お 、 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ は 、 操 作 部 ５ に お い て も 口 金 ５ ６ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 こ こ
で の 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ と 口 金 ５ ６ の 接 合 は 、 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ と 口 金 ３ ８ の 接 合 方 法 と 同
じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ の よ う な 構 造 に よ り 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 、 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ の 先 端 に 着 脱 自
在 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
対 物 光 学 系 ４ ３ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ 及 び カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ は 、 前
記 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 観 察 す る 観 察 手 段 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
Ｌ Ｅ Ｄ ４ ８ は 、 前 記 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ に 設 け ら れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る
照 明 手 段 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
保 持 部 ６ は 、 前 記 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４
１ を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ の 先 端 か ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ 作 用 ）
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次 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
内 視 鏡 ２ を 検 査 に 用 い る 場 合 、 挿 入 部 本 体 １ １ を 管 空 な ど の 被 検 体 に 挿 入 し て い く 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
こ の 際 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 先 端 部 本 体 １ ２ に 装 着 さ れ た 状 態 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
そ し て 、 検 査 し た い 所 望 の 位 置 迄 、 挿 入 部 が 到 達 す る と 、 操 作 者 は 、 操 作 ノ ブ ５ １ ， ５ ２
に よ り 湾 曲 部 １ ３ の 湾 曲 操 作 を 実 施 し 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 見 た い 部 分 ９ の 方 向 へ カ プ セ
ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 対 物 光 学 系 ４ ３ を 向 け る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
そ の 後 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 保 持 部 操 作 レ バ ー ６ １ を 先 端 側 に 移 動 さ せ る こ と で 、 図 ４ に
示 す レ バ ー ベ ー ス ６ ３ が 係 止 口 金 ６ ５ を 押 し 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 保 持 部 ６ を 前 方 へ 移 動
さ せ る 。 こ の と き 、 保 持 部 ６ は 前 述 し た 超 弾 性 合 金 製 の た め 、 湾 曲 時 の 外 力 に よ り 、 湾 曲
部 １ ３ 内 で も そ の 形 状 を 湾 曲 形 状 に 沿 っ た 状 態 に 変 形 す る こ と が で き る 。 そ し て 保 持 部 ６
が 先 端 部 本 体 １ ２ よ り 導 出 さ れ る 。 さ ら に 、 所 望 の 位 置 迄 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 前 進
さ せ 、 そ の 後 、 保 持 部 操 作 レ バ ー ６ １ を 停 止 す る 。 な お 、 超 弾 性 合 金 の 線 材 は あ る 一 定 以
上 の 外 力 に よ り 、 自 身 の 形 状 を 弾 性 的 に 変 形 で き る が 、 外 力 が 小 さ い 場 合 、 例 え ば 今 回 の
よ う な 小 さ な カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ が 端 部 に 設 置 さ れ た 状 態 で は 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部
４ １ の 自 重 よ り も 超 弾 性 合 金 の 弾 性 力 が 勝 り 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 先 端 部 本 体 １ ２
か ら 直 線 的 に 突 出 さ せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
そ し て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 観 察 で は 、 図 ２ に 示 し た Ｌ Ｅ Ｄ ４ ８ に よ り 部 分 ９ に 照
明 光 を 照 射 し 、 部 分 ９ か ら の 反 射 光 を 対 物 光 学 系 ４ ３ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４
の イ メ ー ジ エ リ ア に 結 像 さ せ て Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ で 撮 像 す る 。 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像
素 子 ４ ４ か ら の 撮 像 信 号 は カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ で 画 像 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ か ら の 必 要 な 画 像 デ ー タ は 、 送 信 部 ４ ６ よ り 、 非 検 体 外
部 に 設 け た 受 信 部 ３ に 受 信 さ れ 、 受 信 部 ３ と 接 続 し た モ ニ タ ４ に よ り 、 画 像 と し て 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 効 果 ）
第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 観 察 手 段 を 有 す る カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 挿 入 部 本 体 １ １
の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る 設 け る と と と も に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ と と も に 照 明 範 囲 を
移 動 で き る た め 、 最 適 な 観 察 像 と な る よ う に 照 明 光 を 照 射 す る こ と が で き 、 常 に 適 切 な 照
度 を 得 ら れ 、 安 定 し た 観 察 性 能 を 維 持 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
こ こ で 、 従 来 の 内 視 鏡 で は 、 湾 曲 を 掛 け た 状 態 で そ の 視 野 方 向 に 進 ん で い く こ と は 構 造 上
難 し い も の で あ っ た が 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ り 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 所
望 の 位 置 に 位 置 さ せ る こ と が 容 易 に な り 、 検 査 の 効 率 化 が 図 れ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 従 来 、 見 た い 部 位 に 近 接 し た 場 合 は 、 光 学 ズ ー ム や 電 子 ズ ー ム を 使 う 必 要 が あ っ た
が 、 光 学 ズ ー ム の 場 合 、 光 学 系 の 機 構 が 大 き く な る 欠 点 が あ り 、 電 子 ズ ー ム の 場 合 、 画 像
が 粗 ＜ な り 精 査 に 向 か な い と い う 欠 点 が あ る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 こ の 欠 点 も 解
消 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
さ ら に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 観 察 、 照 明 の 機 能 は す べ て カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １
が 有 す る た め 、 挿 入 部 本 体 １ １ に は 従 来 の 撮 像 ケ ー ブ ル や 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
を 設 け る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 挿 入 部 本 体 １ ０ を 細 径 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
図 ７ 乃 至 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ７ は 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 図
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、 図 ８ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 ９ は 内 視 鏡 の 誘 導 部 を 示 す 側 面 図 、 図 １ ０ は 操 作 部
の 断 面 図 、 図 １ １ は 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図 、 図 １ ２ は 内 視 鏡 の
ヘ ッ ド 部 の 第 ２ の 動 作 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 １ ３ は 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第
３ の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 ７ 乃 至 図 １ ３ を 用 い た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 形 態 の 説 明 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ６ に 示 し た
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ 構 成 ）
図 ７ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ １ は 、 内 視 鏡 １ ０ ２ と 、 受 信 部 ３ と 、 モ ニ タ
４ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
内 視 鏡 １ ０ ２ は 、 細 長 の 挿 入 部 １ １ ０ の 基 端 側 に 太 径 の 操 作 部 １ ０ ５ を 連 設 し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
こ の 挿 入 部 １ １ ０ は 、 管 空 内 に 挿 入 す る も の で あ り 、 挿 入 部 本 体 １ １ １ と カ プ セ ル 型 ヘ ッ
ド 部 ４ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 、 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 先 端 に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ の 挿 入 部 本 体 １ １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 硬 性 の 先 端 部 本 体 １ ２ 、 湾 曲 部 １ ３ 及 び 可 撓 管
部 １ ４ を 連 設 し 、 内 部 に 図 ８ に 示 す 誘 導 部 １ ０ ６ を 挿 通 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 基 端 側 は 操 作 部 １ ０ ５ に 繋 が っ て い る 。
図 ８ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 基 端 側 に は 、 遠 近 自 在 に 保 持 す る 保 持 手 段
と し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 保 持 部 ６ （ 図 ２ 参 照 ） の 代 わ り に 、 誘 導 部 １ ０ ６ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 誘 導 部 １ ０ ６ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 超 弾 性 合 金 か ら 成 り 、 先 端 側 に 曲 率 半
径 ｒ を 成 す 曲 げ 部 １ ６ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
そ し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の 誘 導 部 １ ０ ６ は 、 全 体 を 挿 入 部 本 体 １ １ １ 内 に 設 け た 保
護 チ ュ ー プ ３ ９ 内 に 内 挿 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
一 方 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 誘 導 部 １ ０ ６ の 基 端 側 （ 手 元 側 ） は 、 保 持 部 操 作 部 材 １ ６ １
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
保 持 部 操 作 部 材 １ ６ １ は 、 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ の 先 端 側 に 接 続 軸 １ ６ ３ を 取 り 付 け
た も の で あ る 。 接 続 軸 １ ６ ３ の 先 端 側 に は ピ ス ト ン 部 １ ６ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
一 方 、 操 作 部 １ ０ ５ の 本 体 ケ ー ス １ ５ ３ の 基 端 側 に は 、 ケ ー シ ン グ １ ５ ４ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 ケ ー シ ン グ １ ５ ４ に は 先 端 側 に 突 出 す る シ リ ン ダ 部 １ ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
誘 導 部 １ ０ ６ は 、 接 続 軸 １ ６ ３ の ピ ス ト ン 部 １ ６ ４ に 、 ビ ス １ ６ ５ を 用 い て 押 圧 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
さ ら に 、 接 続 軸 １ ６ ３ は 、 ○ リ ン グ １ ５ ５ を 介 し て 、 ケ ー シ ン グ １ ５ ４ の シ リ ン ダ 部 １ ５
６ に 保 持 さ れ て い る 。 接 続 軸 １ ６ ３ は 、 シ リ ン ダ 部 １ ５ ６ に 対 し て 、 水 密 状 態 で 回 転 方 向
に 回 動 自 在 、 前 後 方 向 に 押 し 引 き 自 在 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
な お 、 ケ ー シ ン グ １ ５ ４ の シ リ ン ダ 部 １ ５ ６ の 先 端 及 び 基 端 側 に は 、 そ れ ぞ れ ピ ス ト ン 部
１ ６ ４ の 移 動 量 を 規 制 す る ス ト ッ パ １ ５ ７ ， １ ５ ８ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ９ ４ 】
こ の よ う な 構 造 に よ り 、 前 記 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は 、 前 記 操 作 部 １ ０ ５ の 保 持 部 操 作
ハ ン ド ル １ ６ ２ の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 軸 方 向 と 径 方 向 に 遠 近 自 在 に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
保 持 部 １ ０ ６ 及 び 保 持 部 操 作 部 材 １ ６ １ は 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 観 察 方 向 が 任 意 の
向 き と な る よ う カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 前 記 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 先 端 位 置 か ら 遠 近 自 在
に 保 持 す る 第 １ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
湾 曲 部 １ ３ 及 び 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ １ ， ５ ２ は 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 観 察 方 向 が 任 意 の
向 き に 変 更 す る 第 ２ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と な て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
（ 作 用 ）
こ の よ う な 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 図 ７ に 示 す 内 視 鏡 １ ０ ２ を 検 査 に 用 い る 場 合 、 挿
入 部 本 体 １ １ １ を 管 空 な ど の 被 検 体 に 挿 入 し て い く 。 こ の 際 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ は
先 端 部 本 体 １ ２ に 装 着 さ れ た 状 態 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
そ し て 、 詳 細 に 検 査 し た い 部 位 に 到 達 し た 際 に は 、 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ を 押 し 込 ん
で い く と 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 接 続 軸 １ ６ ３ 、 誘 導 部 １ ０ ６ が 押 し 込 ま れ 、 誘 導 部 １ ０
６ の 先 端 に 設 け た カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ が 先 端 部 本 体 １ ２ か ら 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
そ の 際 、 誘 導 部 １ ０ ６ に は 曲 げ 部 １ ６ ０ が 設 け ら れ て い る の で 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １
は 誘 導 部 １ ０ ６ の 曲 げ 部 １ ６ ０ の 曲 率 に ほ ぼ 沿 っ た 形 で 導 出 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
そ し て 、 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ を よ り 押 し 込 ん で い く こ と で 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、
さ ら に 先 端 部 本 体 １ ２ か ら 出 た 部 分 の 曲 げ 部 １ ６ ０ の 領 域 が 増 し 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４
１ が ほ ぼ 反 転 し た 状 態 に な る ま で 導 出 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
さ ら に 、 検 査 し た い 部 分 が 、 図 １ ２ で 見 る こ と が 可 能 な 範 囲 で な い 場 合 、 図 １ ３ に 示 す よ
う に 、 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ を 回 動 さ せ る こ と で 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ の 位 置 が
、 挿 入 部 本 体 １ １ １ に 対 し 、 円 周 方 向 に 変 化 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
す な わ ち 、 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ の 押 し 引 き 及 び 回 転 に よ り 、 ほ ぼ 上 下 左 右 ３ ６ ０ 度
ど の 方 向 で も カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 誘 導 す る こ と と な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
（ 効 果 ）
こ の よ う な 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る と と も
に 、 曲 げ 部 １ ６ ０ を 設 け た た め に 、 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 軸 方 向 だ け の 移 動 だ け で な く 、 ３
次 元 的 に カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 誘 導 で き る の で 、 よ り 検 査 で き る 範 囲 が 広 が る と 共 に
、 検 査 対 象 に さ ら に 容 易 に ア ク セ ス で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
図 １ ４ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
図 １ ４ を 用 い た 変 形 例 の 説 明 に お い て 、 図 示 以 外 の 部 分 は 図 ７ 乃 至 図 １ ３ に 示 し た 第 ２ の
実 施 の 形 態 と 同 様 に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
と こ ろ で 、 従 来 か ら あ る 内 視 鏡 の う ち 、 特 に 配 管 、 ガ ス タ ー ビ ン 等 に 挿 入 し 、 内 部 を 観 察
す る 工 業 用 途 の 内 視 鏡 で は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 最 外 層 と 配 管 等 の 壁 面 と が 擦 れ る こ と で 、
内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 観 に 細 か な 傷 や 汚 れ が 付 着 す る こ と が 多 々 あ っ た 。 こ の よ う な 傷 や 汚
れ に よ り 、 場 合 に よ っ て は 挿 入 部 本 体 を 新 し い も の に 取 り 替 え な ら な く な っ て い た 。
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【 ０ １ ０ ７ 】
し か し 、 従 来 の 内 視 鏡 で は 、 内 部 に 固 体 撮 像 素 子 や ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ な ど が 設 け ら れ
て い る た め 、 分 解 に 多 少 な り と も 時 間 が 掛 か る と い う 欠 点 が あ っ た が 。
【 ０ １ ０ ８ 】
そ こ で 、 図 １ ４ に 示 す 変 形 例 で は 、 操 作 部 １ ０ ５ の 本 体 ケ ー ス １ ５ ３ に 設 け た 窓 部 １ ７ １
と シ リ ン ダ 部 １ ５ ６ に 設 け た 窓 部 １ ７ ２ と か ら 、 ビ ス １ ６ ５ を 解 除 す る こ と で 、 誘 導 部 １
０ ６ を 抜 去 で き る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ９ に 示 し た カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ と
誘 導 部 １ ０ ６ の セ ッ ト が 簡 単 に 取 り 外 せ る 。 す な わ ち 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 は 、 全 て の 観 察
機 能 を カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ が 担 っ て い る 為 、 ビ ス １ ６ ５ で 誘 導 部 １ ０ ６ の 解 除 が で き
れ ば 、 図 ７ に 示 す 挿 入 部 本 体 １ １ １ と 操 作 部 １ ０ ５ を 切 り 離 せ 、 簡 単 に 、 挿 入 部 本 体 １ １
１ の 交 換 が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
新 し い 挿 入 部 本 体 １ １ １ を 組 み 付 け の 際 に は 、 先 端 部 本 体 １ ２ か ら 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ 内 に
誘 導 部 １ ０ ６ を 挿 通 さ せ 、 窓 部 １ ７ １ ， １ ７ ２ か ら 、 接 続 軸 １ ６ ３ と 誘 導 部 １ ０ ６ を ビ ス
固 定 す れ ば よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
な お 、 こ の 変 形 例 の 窓 部 と 接 続 軸 の 構 成 は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ た も の で な く 、
第 １ 実 施 の 形 態 の 保 持 部 ６ に 対 し て 設 け て も よ い 。
【 ０ １ １ １ 】
さ ら に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 防 爆 構 造 と す れ ば 、 モ ニ タ ４ 類 が 別 の 場 所 に あ る こ と
で 完 全 防 爆 検 査 が 実 施 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ ５ 乃 至 図 １ ９ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ ５ は 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 の
斜 視 図 、 図 １ ６ は リ モ コ ン の 斜 視 図 、 図 １ ７ は 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト の 断 面 図 、 図 １ ８ は リ
モ コ ン の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 １ ９ は 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 の 回 路 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
図 １ ５ 乃 至 図 １ ９ 用 い た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 形 態 の 説 明 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 １ ３ に 示 し
た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し て い る
。
【 ０ １ １ ４ 】
（ 構 成 ）
上 述 し た 図 １ 乃 至 図 １ ３ に 示 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 湾 曲 部 の 湾 曲 を 湾 曲 操
作 ノ ブ ５ １ ， ５ ２ に よ る 手 動 湾 曲 と し て 説 明 し た が 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 湾 曲 部 を 電
動 で 湾 曲 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
図 １ ５ に 示 す よ う に 、 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ は 、 湾 曲 モ ー タ ２ ５ １ ， ２ ５ ２ に よ り
内 視 鏡 ２ ０ ２ の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ ， ３ ４ （ 図 ３ 参 照 ） を 牽 引 動 作 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
こ の 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ に は 、 一 体 的 に 受 信 部 ３ 及 び モ ニ タ ４ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ １ １ ７ 】
ま た 、 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ に は 、 装 置 全 体 を 制 御 す る 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ 、 湾 曲
モ ー タ ２ ５ １ ， ２ ５ ２ を 駆 動 す る 湾 曲 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
さ ら に 、 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ に は 、 受 像 し た 画 像 を 記 録 す る 記 録 ユ ニ ッ ト ２ ７ ３
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
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電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ は 、 筐 体 部 ２ ０ ７ か ら 上 方 に リ モ コ ン ２ ０ ９ が 延 出 し て い る
。
【 ０ １ ２ ０ 】
前 記 湾 曲 モ ー タ ２ ５ １ ， ２ ５ ２ は 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ９ １ に て 操 作 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
さ ら に 、 筐 体 部 ２ ０ ７ 内 に は 、 挿 入 部 １ １ ０ を 巻 き 取 り 収 納 す る ド ラ ム ２ ７ ４ が 設 け て あ
る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
ま た 、 図 １ ５ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ １ ０ の 挿 入 部 本 体 １ １ １ 内 に は 、 第 ２ の
実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ が 内 蔵 さ れ い る 。 挿 入 部 本 体 １ １ １ の 基 端 側 に は
、 保 護 チ ュ ー ブ ３ ９ に 内 挿 し た 誘 導 部 １ ０ ６ を 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ が 設 け
て あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
こ の 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 保 持 部 操 作 レ バ ー ６ １ や 第 ２ の 実
施 の 形 態 の 保 持 部 操 作 ハ ン ド ル １ ６ ２ の 代 わ り に 、 誘 導 部 １ ０ ６ （ 図 １ ０ 参 照 ） を 回 転 及
び 直 後 進 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
次 に 、 図 １ ６ を 用 い て リ モ コ ン ２ ０ ９ を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ ６ に 示 す よ う に 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の 操 作 面 に は 、 前 記 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ９ １ 、 画 像
を フ リ ー ズ ・ フ リ ー ズ 解 除 指 示 す る フ リ ー ズ ス イ ッ チ や メ ニ ュ ー 操 作 を 行 う メ ニ ュ ー ス イ
ッ チ 等 と と も に 、 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ 及 び 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ 及 び 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ は 、 各 々 の 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ の 操
作 に 対 応 し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
リ モ コ ン ２ ０ ９ は 、 リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ と 接 続 し て い る 。
次 に 、 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ ７ に 示 す よ う に 、 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ は 、 コ ネ ク タ ケ ー ス ２ ７ ６ の 内 部 に 、 接
続 軸 １ ６ ３ と 、 接 続 軸 保 持 部 ２ ５ ４ と 、 回 転 モ ー タ 保 持 箱 ２ ７ ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
回 転 モ ー タ 保 持 箱 ２ ７ ７ は 、 そ れ 自 身 が 回 転 し な い 状 態 で 、 回 転 モ ー タ ２ ７ ８ を 内 蔵 し て
い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
回 転 モ ー タ ２ ７ ８ の 回 転 軸 は 、 接 続 軸 １ ６ ３ と 接 続 し て い る 。 回 転 モ ー タ ２ ７ ８ は 、 回 転
モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ７ ９ か ら の 指 示 に 従 い 接 続 軸 １ ６ ３ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
こ の 回 転 モ ー タ 保 持 箱 ２ ７ ７ か ら は 、 レ バ ー ２ ８ ０ が 延 出 し て い る 。 レ バ ー ２ ８ ０ の 先 端
は 、 ラ ッ ク ２ ８ １ に 接 続 し て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
ま た 、 コ ネ ク タ ケ ー ス ２ ７ ６ の 内 部 に は 、 ピ ニ オ ン ２ ８ ２ 、 直 進 後 進 モ ー タ ２ ８ ３ 及 び 直
進 後 進 モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ８ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
ピ ニ オ ン ２ ８ ２ は 、 ラ ッ ク ２ ８ １ と 歯 合 す る 。 直 進 後 進 モ ー タ ２ ８ ３ は 、 内 部 直 進 後 進 モ
ー タ 駆 動 回 路 ２ ８ ４ か ら の 指 示 に 従 い 、 ピ ニ オ ン ２ ８ ２ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
な お 、 こ の ラ ッ ク ２ ８ １ と ピ ニ オ ン ２ ８ ２ の 動 き は 溝 部 ２ ８ ５ の 範 囲 内 で 限 定 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
次 に 、 図 １ ８ を 参 照 し て リ モ コ ン ２ ０ ９ の 回 路 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ １ ３ ４ 】
図 １ ８ に 示 す よ う に 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ は 、 該 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９
２ の 位 置 に 対 応 し て 抵 抗 値 が 変 化 す る 可 変 抵 抗 器 ３ ０ １ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
ま た 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ は 、 該 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ の 回 転 角 に 対 応 し
て 抵 抗 値 が 変 化 す る 可 変 抵 抗 器 ３ ０ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
更 に 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ は 、 リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ と 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ と を 有
し て い る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ は 、 可 変 抵 抗 器 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ の 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ４ ， ３ ０
５ で Ａ ／ Ｄ 変 換 し 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ は 、 リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ が 出 力 す る 信 号 を Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ
レ ベ ル に 変 換 し て リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
尚 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の フ リ ー ズ ス イ ッ チ 等 の 他 の ス イ ッ チ の 操 作 信 号 に つ い て も 、 リ モ コ
ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ の Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト に 取 り 込 ま れ 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ に 出 力 さ れ る
。
【 ０ １ ４ ０ 】
次 に 、 図 １ ９ を 参 照 し て 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 回 路 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ １ ４ １ 】
制 御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ は 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 装 置 全 体 の 制 御 を 司 る も の で あ る 。
制 御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ は Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ １ １ と 制 御 回 路 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） ３ １ ２ を 有 し て
い る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
記 録 ユ ニ ッ ト ２ ７ ３ は 、 制 御 回 路 ３ １ ２ に 接 続 さ れ 、 図 １ ５ に 示 す カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４
１ で 受 像 し た 内 視 鏡 画 像 を 記 録 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
図 １ ９ に 示 す よ う に 、 湾 曲 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ２ は 、 湾 曲 モ ー タ ２ ５ １ ， ２ ５ ２ と 湾 曲 モ
ー タ 駆 動 回 路 ２ ５ ３ を 有 し 、 図 １ ５ に 示 す 内 視 鏡 ２ ０ ２ の 湾 曲 部 １ ３ を 制 御 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
図 １ ９ に 示 す よ う に 、 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ は 直 進 後 進 モ ー タ ２ ８ ３ お よ び 回 転 モ ー
タ ２ ７ ８ を 駆 動 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
（ 作 用 ）
こ の よ う な 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 リ モ コ ン ２ ０ ９ の 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ を 操 作 す
る と 、 可 変 抵 抗 器 ３ ０ １ か ら の 前 記 操 作 に よ る 信 号 出 力 は リ モ コ ン 内 の リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３
０ ３ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ の 操 作 に よ る 信 号 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ４ に よ り デ ジ タ ル 信 号 に 変
換 さ れ て 、 リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ は 、 取 り 込 ん だ 信 号 を 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ の 位 置 情 報 と し て Ｒ Ｓ
－ ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ を 経 て リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
前 記 直 進 後 進 レ バ ー ２ ９ ２ の 位 置 情 報 の デ ジ タ ル 信 号 は リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ を 経 て 制
御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ １ １ に 入 力 さ れ 、 制 御 回 路 ３ １ ２ に 取 り 込 ま
れ る 。
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【 ０ １ ４ ９ 】
制 御 回 路 ３ １ ２ で は 、 所 定 の 処 理 に よ っ て 、 当 該 信 号 が 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ 宛 で あ
る こ と を 判 別 し 、 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ の 直 進 後 進 モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ８ ４ へ 出 力 す る
。 直 進 後 進 モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ８ ４ は 入 力 さ れ た 位 置 情 報 に 基 づ い て そ れ ぞ れ 直 進 後 進 モ ー
タ ２ ８ ３ を 動 作 さ せ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
リ モ コ ン ２ ０ ９ の 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ を 操 作 す る と 、 可 変 抵 抗 器 ３ ０ ２ か ら の 前 記 操 作 に
よ る 信 号 出 力 は リ モ コ ン 内 の リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ の 操 作 に よ る 信 号 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ５ に よ り デ ジ タ ル 信 号 に 変 換
さ れ て 、 リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
リ モ コ ン Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ３ は 、 取 り 込 ん だ 信 号 を 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ の 位 置 情 報 と し て Ｒ Ｓ －
２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ を 経 て リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
前 記 回 転 ハ ン ド ル ２ ９ ３ の 位 置 情 報 の デ ジ タ ル 信 号 は 、 リ モ コ ン ケ ー ブ ル ２ ９ ５ を 経 て 制
御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ １ １ に 入 力 さ れ 、 制 御 回 路 ３ １ ２ に 取 り 込 ま
れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
制 御 回 路 ３ １ ２ で は 、 所 定 の 処 理 に よ っ て 、 当 該 信 号 が 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ 宛 で あ
る こ と を 判 別 し 、 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ５ の 回 転 モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ７ ９ へ 出 力 す る 。 更
に 、 回 転 モ ー タ 駆 動 回 路 ２ ７ ９ は 入 力 さ れ た 位 置 情 報 に 基 づ い て 回 転 モ ー タ ２ ７ ８ を 動 作
さ せ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
湾 曲 に つ い て も 同 様 に リ モ コ ン ２ ０ ９ の ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ９ １ の 操 作 信 号 （ 位 置 情 報 ）
を デ ジ タ ル 化 し 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｉ ／ Ｆ ３ ０ ６ を 介 し て 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ７ １ に 入 力 す る 。
更 に 湾 曲 モ ー タ ユ ニ ッ ト ２ ７ ２ は 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ９ １ の 位 置 情 報 に 基 づ き 、 湾 曲 モ
ー タ 駆 動 回 路 ２ ５ ３ が 湾 曲 モ ー タ ２ ５ １ ， ２ ５ ２ を 駆 動 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
こ れ に よ り 、 接 続 軸 １ ６ ３ が 回 転 、 前 後 動 作 し 、 誘 導 部 １ ０ ６ を 回 転 、 前 後 動 作 さ せ 、 さ
ら に 湾 曲 部 １ ３ を 任 意 の 方 向 に 湾 曲 さ せ て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ １ を 任 意 の 方 向 に 向 け
る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
（ 効 果 ）
こ の よ う な 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 手 動 操 作 に 比 べ 、 電
動 で あ る た め 、 疲 労 が 少 な く 、 検 査 効 率 が 上 が る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
図 ２ ０ 乃 至 図 ２ ２ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ２ ０ は 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 側
面 図 、 図 ２ １ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 ２ ２ は ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
図 ２ ０ 乃 至 図 ２ ２ 用 い た 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 形 態 の 説 明 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 １ ３ に 示 し
た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し て い る
。
【 ０ １ ６ ０ 】
（ 構 成 ）
図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム ４ ０ １ は 、 内 視 鏡 ４ ０ ２ と 、 受 信 部 ３ と 、 モ ニ
タ ４ と 、 光 源 部 ４ ０ ７ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ １ 】
内 視 鏡 ４ ０ ２ は 、 光 源 部 ４ ０ ７ と 接 続 す る コ ネ ク タ ４ ７ １ と 、 コ ネ ク タ ４ ７ １ と 操 作 部 ４
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０ ５ を つ な ぐ ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ ７ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ ７ ２ の 内 部 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ が
内 挿 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ は 、 図 ２ ０ に 示 す 光 源 部 ４ ０ ７ の 図 示 し な い ラ ン プ
と 接 続 し 、 照 明 光 を 伝 達 す る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
図 ２ １ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ４ １ ０ の 先 端 側 の カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ の カ プ セ ル 型 ケ
ー ス ４ ４ ２ 内 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ の 先 端 側 が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
さ ら に こ の ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ の 先 端 の 前 方 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ か ら 来 た 照 明 光 を
拡 開 照 射 す る 照 明 窓 ４ ４ ８ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ の 基 端 側 に は 、 遠 近 自 在 に 保 持 す る 保 持 手 段 と し て 、 第 １ の 実
施 の 形 態 の 保 持 部 ６ （ 図 ２ 参 照 ） の 代 わ り に 、 保 持 部 ４ ０ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 持
部 ４ ０ ６ は 、 超 弾 性 合 金 か ら 成 る パ イ プ 体 で あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ は 、 パ イ プ 体 で あ る 保 持 部 ４ ０ ６ 内 を 挿 通 し 、 前 述 し た 図 ２ ２ に 示 す
ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ ７ ２ 内 に 挿 通 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
な お 、 図 ２ １ に 示 す カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ は 、 保 持 部 ４ ０ ６ に よ っ て 進 退 自 在 で あ る
た め 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ は 、 保 持 部 ４ ０ ６ の 進 退 量 分 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 ユ ニ バ ー
サ ル コ ー ド ４ ７ ２ 内 に 蛇 行 さ れ て 収 納 し て い る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
（ 作 用 ）
第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ は 保 持 部 ４ ０ ６ の 動 作 に よ り 挿 入
部 本 体 １ １ か ら 突 出 自 在 で あ り 、 そ の 際 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ は そ の 突 出 に よ る 進 退 動 作
に 伴 い 、 蛇 行 、 直 線 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ６ ９ 】
な お 、 照 明 光 は 、 光 源 部 ４ ０ ７ よ り 供 給 さ れ 、 コ ネ ク タ ４ ７ １ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ ７
２ 、 挿 入 部 本 体 １ １ に 内 挿 し た ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ を 通 り 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ に
設 け た 照 明 窓 ４ ４ ８ よ り 、 被 検 体 に 照 射 さ れ 、 被 検 体 が 観 察 可 能 と な る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
（ 効 果 ）
第 ４ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 照 明 光 に は 外 部 か ら の 照 明 光 を 使 用 す る た め 、 カ プ セ ル 型 ヘ
ッ ド 部 ４ ４ １ に 内 蔵 し た 電 源 部 ４ ７ の 電 力 を Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ に の み 使 用 で き 、
電 源 部 ４ ７ の 消 耗 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ １ 】
な お 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ４ ４ １ の 突 出 方 法 は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 構 造 に の み に 限 定 さ れ ず 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 構 造 と し て も
よ い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
（ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ２ ３ は 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 側
面 図 、 図 ２ ４ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ を 用 い た 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 形 態 の 説 明 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ２ ２ に 示
し た 第 １ 乃 至 第 ４ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し て い
る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
（ 構 成 ）
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図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム ５ ０ １ は 、 内 視 鏡 ５ ０ ２ と 、 モ ニ タ ４ と 、 カ メ
ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ ０ ７ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
内 視 鏡 ５ ０ ２ は 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ ０ ７ と 接 続 す る コ ネ ク タ ５ ７ １ と 、 コ ネ
ク タ ５ ７ １ と 操 作 部 ５ ０ ５ を つ な ぐ ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ５ ７ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ５ ７ ２ 内 に は 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ ０ ７ と 接 続 す る 図
２ ４ に 示 す 信 号 線 ５ ７ ３ が 内 挿 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ １ ０ の 先 端 側 の カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ５ ４ １ の カ プ セ ル 型 ケ
ー ス ５ ４ ２ 内 で は 、 信 号 線 ５ ７ ３ の 一 端 が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
さ ら に こ の 信 号 線 ５ ７ ３ の 先 端 側 に は 、 接 続 用 基 板 ５ ４ ５ を 介 し て 、 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素
子 ４ ４ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
さ ら に 、 こ の 信 号 線 ５ ７ ３ は 、 パ イ プ 体 で あ る 保 持 部 ４ ０ ６ 内 を 挿 通 し 、 図 ２ ３ に 示 す ユ
ニ バ ー サ ル コ ー ド ５ ７ ２ 内 に 挿 通 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
な お 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ５ ４ １ は 保 持 部 ４ ０ ６ に よ っ て 進 退 自 在
で あ る た め 、 そ の 進 退 量 分 、 信 号 線 ５ ７ ３ は 、 図 １ ９ の ラ イ ト ガ イ ド ４ ７ ３ と 同 じ よ う に
、 図 ２ ３ に 示 す ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ５ ７ ２ 内 に 蛇 行 さ せ て 収 納 し て い る 。
【 ０ １ ８ １ 】
（ 作 用 ）
第 ５ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ５ ４ １ は 突 出 自 在 で あ り 、 そ の 際 、 信 号
線 ５ ７ ３ は そ の 突 出 に よ る 進 退 動 作 に 伴 い 、 蛇 行 、 直 線 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ８ ２ 】
（ 効 果 ）
そ に よ れ ば 、 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ は 、 外 部 の カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ ０ ７ に
よ り 駆 動 さ れ る た め 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ５ ４ １ に 内 蔵 し た 電 源 部 ４ ７ の 電 力 を Ｌ Ｅ Ｄ ４
８ に の み 使 用 で き 、 電 源 部 ４ ７ の 消 耗 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
な お 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ５ ４ １ の 突 出 方 法 は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 構 造 に の み 限 定 さ れ ず 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 構 造 と し て も よ
い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
な お 、 被 写 体 像 を 観 察 す る 観 察 手 段 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ で は な く 、 操 作 部 に 設
け た 接 眼 部 （ 図 示 し な い ） と 接 続 す る イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ （ 図 示 し な い ） で あ っ て も
よ い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
図 ２ ５ は 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 挿 入 部 の 先 端 側 の 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 で は 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ６ ４ １ に 、 撮 像 セ ン サ と し て Ｃ
Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ を 、 照 明 手 段 と し て Ｌ Ｅ Ｄ ４ ８ を 設 け 、 カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ６ ４
１ 及 び 保 持 部 ４ ０ ６ に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ８ に そ れ ぞ れ 電 源 を 供 給
す る 撮 像 セ ン サ 電 源 供 給 線 ６ ７ １ 及 び 照 明 電 源 供 給 線 ６ ７ ２ を 設 け て い る 。 そ の 場 合 、 Ｃ
Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子 ４ ４ か ら の 画 像 情 報 は カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ４ ５ 及 び 送 信 部 ４
６ を 介 し て 、 無 線 に よ り 受 信 部 ３ に 送 信 す れ ば よ い 。
【 ０ １ ８ ６ 】
こ の よ う な 変 形 例 に よ れ ば 、 図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ に 示 し た 第 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の カ プ セ
ル 型 ヘ ッ ド 部 ６ ４ １ の 電 源 部 の 消 耗 を 極 力 少 な く す る 、 ま た は カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 ６ ４ １
の 電 源 部 を 無 く す こ と が で き る 。
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【 ０ １ ８ ７ 】
な お 、 図 １ 乃 至 図 ２ ５ に 示 し た カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部 の 対 物 光 学 系 は 、 単 眼 、 双 眼 、 側 視 、
斜 視 を 問 わ ず 、 ま た 、 視 野 角 、 焦 点 距 離 等 の バ リ エ ー シ ョ ン が 多 く あ る 方 が 望 ま し い こ と
は 明 ら か で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 間 に お い て 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 範 囲 内 で 組 み 合 わ せ て
使 用 し て も 何 ら 問 題 は な い 。
【 ０ １ ８ ９ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 前 記 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
（ 付 記 項 １ ） 　 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 観 察 す る 観 察 手 段 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ １ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 被 写 体 像 を 撮 像 す る 撮 像 セ ン サ と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ 、 前 記 撮 像 セ ン サ が 撮 像 し た 被 写 体 像 に 基 づ く 信 号 を 送 信 す る 送
信 器 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達 す
る す る と も に 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 内 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射
す る 照 明 光 学 系 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か
ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ２ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 管 空 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 本 体 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 基 端 に 設 け ら れ た 接 眼 部 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 と 接 続 し て 前 記 挿 入 部 本 体 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 側 に 伝 達
す る す る と も に 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ と 、
前 記 挿 入 部 本 体 内 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 被 写 体 に 照 明 光 を 照
射 す る 照 明 光 学 系 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 に 設 け ら れ 、 基 端 側 が 接 眼 部 と 接 続 し 、 少 な く と も 一 部 の 先 端 が 前 記 ヘ ッ
ド 部 に 設 け ら れ た イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ と 、
前 記 挿 入 部 本 体 内 の 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ の 先 端 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ
ド フ ァ イ バ に 観 察 像 を 結 像 さ せ る 対 物 光 学 系 と 、
前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 か
ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ３ 】
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（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 ヘ ッ ド 部 を 前 後 動 作 さ せ て 前 記 挿 入
部 本 体 の 先 端 か ら 着 脱 さ せ る 動 作 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ
か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ４ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 動 作 手 段 は 、
前 記 ヘ ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 端 部 を 前 後 操 作 す る 操 作 部 と 、
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ５ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 動 作 手 段 は 、
前 記 ヘ ッ ド 部 か ら 延 出 す る ケ ー ブ ル 体 と 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 を 内 挿 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 の 端 部 を 前 後 操 作 す る 操 作 部 と 、
か ら 成 り 、
前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前 記 観 察 手 段 及 び 前 記 照 明 手 段 へ の 電 源 供 給 線 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ６ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 に は 、 前 記 観 察 手 段 と し て 撮 像 セ ン サ と 、 前 記 照 明 手 段 と し
て 発 光 素 子 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ７ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ は 、 前 記 ケ ー ブ ル 体 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ８ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 前 記 ケ ー ブ ル 体 に は 、 前 記 撮 像 セ ン サ か ら 導 出 す る 信 号 線 を 配 置 し た こ と
を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ １ ９ ９ 】
（ 付 記 項 １ ０ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方
向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
（ 付 記 項 １ １ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 径 方
向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ２ ０ １ 】
（ 付 記 項 １ ２ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、 前 記 操 作 部 の 前 後 動 作 に よ り 、 前 記 挿 入 部 本 体 の 軸 方
向 と 径 方 向 に 遠 近 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
（ 付 記 項 １ ３ ） 　 前 記 観 察 手 段 の 観 察 方 向 の 変 更 手 段 と し て 、
観 察 方 向 が 任 意 の 向 き と な る よ う 前 記 観 察 手 段 を 前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 位 置 か ら 遠 近 自 在
に 保 持 す る 第 １ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、
前 記 挿 入 部 本 体 の 先 端 近 傍 に 設 け た 湾 曲 部 か ら 成 る 第 ２ の 観 察 方 向 変 更 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
（ 付 記 項 １ ４ ） 　 前 記 ヘ ッ ド 部 は カ プ セ ル 型 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 １ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た 様 に 本 発 明 に よ れ ば 、 観 察 手 段 を 有 す る ヘ ッ ド 部 を 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自
在 と な る 設 け る と と と も に 、 最 適 な 観 察 像 と な る よ う に 照 明 光 を 照 射 す る こ と が で き 、 安
定 し た 観 察 性 能 を 維 持 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 観 察 手 段 を 有 す る ヘ ッ ド 部 を 挿 入 部 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 と な る 設 け る
と と と も に 、 挿 入 部 本 体 の 先 端 か ら ヘ ッ ド 部 を 動 作 さ せ て 所 望 の 位 置 ま で 正 確 か つ 容 易 に
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移 動 さ せ る こ と が で き 、 よ り 検 査 で き る 範 囲 が 広 が る と 共 に 、 容 易 に 所 望 の 位 置 に ア ク セ
ス で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 湾 曲 駒 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 操 作 部 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 前 後 動 作 を 説 明 す る 第 １ の
説 明 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明
図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 誘 導 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 操 作 部 の 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第 １ の 説
明 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 第 ２ の 動 作 を 説 明 す る 説
明 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の ヘ ッ ド 部 の 動 作 を 説 明 す る 第 ３ の 説
明 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ モ コ ン の 斜 視 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 駆 動 モ ー タ ユ ニ ッ ト の 断 面 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ モ コ ン の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 動 湾 曲 型 内 視 鏡 装 置 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 側 面 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド の 断 面 図 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 側 面 図 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 挿 入 部 の 先 端 側 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 … 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム
２ 　 　 　 　 　 　 … 内 視 鏡
３ 　 　 　 　 　 　 … 受 信 部
４ 　 　 　 　 　 　 … モ ニ タ
５ 　 　 　 　 　 　 … 操 作 部
６ 　 　 　 　 　 　 … 保 持 部
１ ０ 　 　 　 　 　 　 … 挿 入 部
１ １ 　 　 　 　 　 　 … 挿 入 部 本 体
１ ２ 　 　 　 　 　 　 … 先 端 部 本 体
１ ３ 　 　 　 　 　 　 … 湾 曲 部
１ ４ 　 　 　 　 　 　 … 可 撓 管 部
４ １ 　 　 　 　 　 　 … カ プ セ ル 型 ヘ ッ ド 部
４ ２ 　 　 　 　 　 　 … カ プ セ ル 型 の ケ ー ス
４ ３ 　 　 　 　 　 　 … 対 物 光 学 系
４ ４ 　 　 　 　 　 　 … Ｃ Ｃ Ｄ 型 固 体 撮 像 素 子
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４ ５ 　 　 　 　 　 　 … カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
４ ６ 　 　 　 　 　 　 … 送 信 部
４ ７ 　 　 　 　 　 　 … 電 源 部
４ ８ 　 　 　 　 　 　 … Ｌ Ｅ Ｄ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】

(27) JP 2005-13359 A 2005.1.20



专利名称(译) 内窥镜

公开(公告)号 JP2005013359A 公开(公告)日 2005-01-20

申请号 JP2003180095 申请日 2003-06-24

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 三宅清士
小畑光男
宮崎敦之

发明人 三宅 清士
小畑 光男
宮▲崎▼ 敦之

IPC分类号 A61B1/04 A61B1/05 A61B1/06

CPC分类号 A61B1/00101 A61B1/00016 A61B1/05 A61B1/0676

FI分类号 A61B1/04.372 A61B1/00.C A61B1/00.682 A61B1/00.715 A61B1/05

F-TERM分类号 4C061/CC06 4C061/FF35 4C061/FF45 4C061/FF46 4C061/FF47 4C061/LL02 4C061/UU03 4C161
/CC06 4C161/DD07 4C161/FF35 4C161/FF45 4C161/FF46 4C161/FF47 4C161/GG28 4C161/LL02 
4C161/UU03

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP4398184B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：将具有观察装置的头部以可拆卸的方式设置到插入部主体
的末端，并照射照明光以获得最佳的观察图像。 胶囊型头部（41）可拆
卸地安装在尖端主体（12）上。 物镜光学系统43，CCD型固态成像装置
44，照相机控制单元45，发送​​单元46，电源单元47和发光二极管48设置
在胶囊型头部单元41的胶囊型壳体42中。 物镜光学系统43，CCD型固态
图像拾取装置44和照相机控制单元45用作用于观察被摄体图像的观察装
置。 LED 48用作用照明光照亮被摄体的照明单元。 [选择图]图2
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